
る
。
ま
た
、
今
年
は
７
月
２
・
３
日
に

全
国
遭
難
対
策
担
当
者
会
議
を
宮
城
県

仙
台
で
開
催
予
定
。
各
県
連
盟
の
遭
難

担
当
者
の
方
々
の
日
頃
の
取
り
組
み
や

事
故
防
止
の
具
体
的
な
対
応
も
話
し
合

え
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

（
石
川
昌
／
全
国
遭
難
対
策
部
長
）

※
事
故
一
報
の
一
覧
表
は
次
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

　

男
性
１０
名
。
女
性
１９
名
。
転
倒
で
の

事
例
で
は
、
山
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
の
５
件
や
積
雪
期
の
５
件
等
全
体
で

も
今
回
は
女
性
が
多
い
。

　

所
属
連
盟
は
東
京
が
４
名
、
道
央
・

神
奈
川
・
兵
庫
が
各
３
名
、
千
葉
・
京
都
・

長
崎
が
各
２
名
、
新
潟
・
長
野
・
岐
阜
・

奈
良
・
広
島
・
香
川
・
徳
島
・
福
岡
・

宮
崎
・
鹿
児
島
が
各
１
名
。

　

年
齢
は
、
９０
代
１
名
、
７０
代
５
名
、

６０
代
９
名
、
５０
代
９
名
、
４０
代
４
名
、

３０
代
１
名
。

　

登
山
形
態
で
は
、
無
雪
期
７
名
、
積

雪
期
７
名
、
山
ス
キ
ー
５
名
、
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
２
名
、
登
攀
６
名
、
氷
瀑
１
名
、

訓
練
１
名
。

　

遭
難
対
策
部
会
で
の
講
師
派
遣
と
し

て
３
月
２７
日
に
多
摩
西
部
地
区
総
会
で

国
際
山
岳
連
盟
の
総
合
登
山
技
術
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
活
用
の
解
説
を
実
施
し
た
。

４
月
９
日
に
は
全
国
雪
崩
講
習
会
で

ビ
ー
コ
ン
パ
ー
ク
の
検
証
を
月
山
で
実

施
。
４
月
１３
日
は
山
岳
四
団
体
で
「
安

全
対
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
」
に
つ

い
て
専
門
部
会
が
開
催
さ
れ
た
。
今
後

も
、
四
国
や
岐
阜
で
遭
難
対
策
部
会
の

部
員
に
よ
る
講
習
会
が
予
定
さ
れ
て
い
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第
三
者
の
被
害
に
応
じ
①
死
亡
・
行

方
不
明
、
ま
た
は
後
遺
障
害
を
残
す
重

度
の
傷
病
３０
万
円
②
２
日
以
上
の
入
院

ま
た
は 

２０
日
以
上
の
長
期
通
院
を
要
す

る
重
度
の
傷
病
１０
万
円
③
短
期
の
通
院

（
１
日
以
上
～
２０
日
未
満
）
な
ど
の
治

療
を
要
す
る
軽
度
の
傷
病
３
万
円
の
見

舞
金
を
交
付
す
る
。

　

な
お
、
登
録
期
間
年
度
内
の
交
付
は

２
回
ま
で
と
な
る
。

（
大
澤
辰
雄
／
労
山
基
金
運
営
委
員
）

○
ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
会

　

小
さ
な
ク
ラ
ブ
の
大
き
な
悩
み

　

労
山
に
入
っ
て
５
年
目
。
な
の
に
少

な
く
な
い
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
先
ず

は
所
属
す
る
Ｈ
Ｃ 

Ｗ
ｉ
ｌ
ｄ 

Ｂ
ｅ
ｒ

ｒ
ｙ
の
事
務
局
長
と
い
う
役
割
を
ど
う

こ
な
す
か
と
い
う
こ
と
。
新
し
い
会

と
い
う
事
も
あ
り
、
リ
ー
ダ
ー
が
少
な

く
（
全
会
員
１８
名
中
４
名
）
連
れ
て
っ

て
山
行
の
会
員
が
多
い
。
又
、
週
末
仕

事
の
会
員
も
あ
り
、
平
日
山
行
を
増
や

し
た
い
の
だ
が
、
リ
ー
ダ
ー
層
を
増
や

さ
な
け
れ
ば
で
き
な
い
課
題
だ
。
さ
ら

に
関
東
一
円
の
山
々
は
車
で
の
ア
ク
セ

ス
が
良
い
の
で
、
ど
う
し
て
も
自
家
用

車
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
数
名
の
会

員
に
負
担
が
偏
っ
て
い
る
が
こ
れ
も
今

後
の
課
題
で
あ
る
。
私
達
の
会
の
所
属

す
る
都
連
盟
は
大
き
な
地
域
に
ま
た
が

る
の
で
、
多
摩
西
部
地
区
連
盟
と
い
う

組
織
に
入
り
、
登
山
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を

実
施
し
て
い
る
。
こ
の
事
務
局
も
任
さ

れ
て
い
る
の
で
母
の
介
護
と
合
わ
せ
て

時
間
的
な
調
整
が
厳
し
い
。
諸
々
の
課

題
に
多
く
の
会
員
の
協
力
を
得
た
い
と

思
っ
て
い
る
が
、
同
時
に
会
員
を
増
や

さ
な
け
れ
ば
解
決
で
き
な
い
の
か
も
し

れ
な
い
。

（
井
嶋
郷
子
／
全
国
ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
）

○
遭
難
対
策
部

　

登
攀
の
死
亡
事
故
が
発
生

　

３
月
２
日
か
ら
４
月
６
日
ま
で
に
届

い
た
事
故
一
報
は
２９
件
２９
名
。

　

死
亡
事
故
が
１
件
発
生
し
た
。
南
伊

豆
で
発
生
し
た
登
攀
転
落
事
故
。
東
京

（
男
性
）
登
攀
リ
ー
ダ
ー
他
２
名
が
ロ
ー

プ
に
結
ば
れ
た
ま
ま
海
岸
で
発
見
さ
れ

た
。
残
念
な
が
ら
半
年
を
待
た
ず
に
５

名
の
死
亡
で
あ
る
。
事
故
の
原
因
に
つ

い
て
は
、
検
証
の
報
告
を
待
っ
て
教
訓

に
繋
げ
た
い
。

○
労
山
基
金
運
営
委
員
会

　

公
開
山
行
の
事
故
見
舞
金
交
付

　

要
件
の
再
確
認
を

　

春
か
ら
秋
に
か
け
公
開
山
行
が
行
わ

れ
る
季
節
で
あ
る
。
今
回
は
労
山
基
金

細
則
６
「
公
開
山
行
の
事
故
見
舞
金
の

交
付
要
件
と
交
付
回
数
の
限
度
」
に
つ

い
て
確
認
し
た
い
。 

　

労
山
基
金
加
入
者
が
リ
ー
ダ
ー
等

（
責
任
者
）
に
な
り
、
団
体
の
主
催
す

る
公
開
行
事
や
公
開
山
行
な
ど
で
、
会

員
外
で
あ
る
第
三
者
が
死
亡
ま
た
は
傷

病
な
ど
の
事
故
に
あ
っ
た
場
合
、
被
害

者
ま
た
は
遺
族
に
見
舞
金
と
し
て
、
責

任
者
の
所
属
す
る
団
体
に
交
付
す
る
制

度
で
あ
る
。
こ
の
交
付
に
は
、
以
下
３

条
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

①
不
特
定
多
数
に
周
知
し
た
こ
と
の
証

拠
を
示
す
②
企
画
内
容
が
「
細
則
３
、

交
付
の
特
典
」
の
２
項
、「
ハ
イ
キ
ン

グ
ま
た
は
軽
登
山
の
事
故
要
件
」
を
満

た
し
て
い
る
③
企
画
・
準
備
の
段
階
で
、

通
常
必
要
な
安
全
対
策
を
講
じ
た
根
拠

を
示
せ
る
。
ま
た
、
交
通
機
関
等
の
事

故
に
つ
い
て
は
見
舞
金
の
対
象
外
で
あ

り
、
こ
の
制
度
適
用
に
よ
る
交
付
の
決

定
は
、
委
員
会
が
行
う
。
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